
都道府県 石川県

訓練実施事業主等名
石川県酒造組合連合会
石川県清酒学校

訓練科名 清酒製造科

職種 製造業

訓練風景画像等

訓練概要 清酒業界にとって、酒造りの専門家である杜氏の高齢化や減少などにより、酒造
技術の伝承が重要な課題となっている。
こうした状況の下で、酒造りの専門家、後継者を育成する目的で、石川県酒造組
合連合会の組合員及びその従業員等を対象に、酒造技術の習得、更なる技術
の向上を目指し、講義方式（醸造学、製造計画など）及び実習（分析、製造実習
など）を取り入れた職業訓練を実施している。
訓練は、初級、中級、上級コースで３年間のカリキュラムを組んでおり、三つの
コースを履修し、試験合格者に対して石川県酒造士呼称資格認定を付与してい
る。

主なカリキュラム

＜講義＞
　・醸造学概論　・原料処理　・製造計画　・麹製造　・酒母製造　・醪製造など
＜実習＞
　・分析実習　・微生物学実験　・官能審査　・製造実習　など

訓練実施者の声

３年間の訓練を経て、組合企業に貢献できる製造技術者になってほしいと
願っています。
卒業生には、現在活躍中の杜氏が何名もいます。
業界にとって非常に有意義な訓練校となっています。

受講者の声 清酒製造の理論と実習の両方を学べて、すぐに業務に活かすことができます。
講師全てが現役のプロの方なので、本当にためになることばかりです。
横のつながりができることで、卒業後も情報交換したり、刺激しあうことで
技術の研鑽ができています。

認定職業訓練施設訓練概要


